
地元野菜を使ったジェラート酪農

加工

地元野菜

　人々が農業、林業、漁業を営む中で、自然と調和しながら発展させてきた地域特有の伝統的な知恵や技術（例えば資源の
循環利用や土地利用）と、食や祭礼等の文化、さらにそれらの営みの中で育まれた生態系、景観等のつながりを「農林水産
業システム」として守り、次の世代に受け継いでいくことを目的にしています。

1. ৯ྉ͓Αͼ生ܭのอো
地域の農林水産業システムによって食料が生産され、
農林水産業を営む人々が生計を立てていること

2. ೶業生෺ଟ༷ੑ
地域の農林水産業システムによって、多様な生物が育まれていること

�. 地Ҭの఻౷తな஌ࣝシスςム
農林水産業を営む上での知識、技術などが維持されていること

�. 文化、Ձ஋͓؍Αͼࣾձ૊৫
農林水産業に伴う文化や風土、社会の組織などが維持されていること

�. ランドスέーϓ͓Αͼシースέーϓの特௃
長年にわたる人と自然の相互作用によりつくられる、すぐれた景観を有すること

　世界農業遺産の５つの認定基準に、自然災害、高齢化、過
か

疎
そ

など
日本が抱える問題の解決につながる３つの基準が加わります。
�. ม化にରするレジリΤンス（ճ෮ྗ、෮ྗݩ）
自然災害などの環境の変化に対して、高い「回復力」「復元力」があること

�. ଟ༷なओମのࢀը
地域住民だけでなく、様々な人々の参加によって独創的な農林水産業システムを受け継いでいること

8. 産業化のਪਐ࣍�
地域ぐるみの 6次産業化などで地域を活性化させ、農林水産業システムの保全を図っていること

神ಸ઒県ҏ੎ࢢݪのྫ

生産物の価値を上げるため、農林漁業者等が、農畜産物、水産物の生産（第 1次産業）だけでなく
食品加工（第 2次産業）、流通・販売（第 3次産業）にも取り組み、それによって農林水産業を活性化させ、
地域の経済を豊かにしていこうというものです。1次× 2次× 3次＝ 6次から名付けられました。

https://www.alic.go.jp/koho/kikaku03_000651.html
酪農家と地元農家が手を組み６次産業化を進めています。
ジェラートは牧場の売店で販売され酪農体験も行っています。

೶ۀҨ࢈͸ࣾձ΍ڥ؀ͷ
มԽʹ߹ΘͤͯਐԽ͍ͯ͠
͘かΒɺʮੜき͍ͯΔҨ࢈ʯ
ͱ΋͍ΘΕ͍ͯΔΑɻ

Խͱ͸ۀ࢈࣍̒

ੈք೶業遺産・೔本೶業遺産の໨త

ੈք೶業遺産のೝఆج४

೔本೶業遺産のೝఆج४
Խͬͯۀ࢈࣍̒
ԿͩΖ͏？
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どんな஍Ҭతな՝୊͕͋Δかな？
ਓʑ͸どͷΑ͏ʹࠀ෰͠な͕Β
೶ۀΛӦんͰきͨかな？
ど͕࣋͜ଓՄೳなγεςϜʹ

な͍ͬͯΔͩΖ͏？

❶	۝भ地ํの地ཧతಛ௃ͱ୅දతͳ೶ྛਫۀ࢈
　�ʮஜ

ͭ͘

ࢵ
͠

ฏ野ʯ　ʮ阿
あ

蘇
ͦ

山のΧϧσϥʯ　ʮ宮崎ฏ野ʯ　ʮγϥε୆地ʯ　ʮ南੢ॾ島ʯ� ��
❷	阿

あ

蘇
ͦ

のΧϧσϥの೶ۀ例　阿
あ

蘇
ͦ

の૲ݪのҡ࣋ͱ࣋ଓత೶ۀ� ��
❸ 宮崎ฏ野の೶ۀ例　宮崎のଠཅͱ෩͕ҭΉʮ͠ׯ野ࡊʯͱ࿐

Ζ

地
じ

ാ࡞のߴ౓ར༻γεςϜ� ��
❹�۝भ地ํの೶ۀҨ࢈� ���

❶�中ࠃ࢛・ࠃ地ํの地ཧతಛ௃ͱ୅දతͳ೶ྛਫۀ࢈
　��ʮ山ӄʯ　ʮ੉ށ಺ʯ　ʮ南ࠃ࢛ʯ� ���
❷�山ӄの೶ۀ例　ͨͨΒ੡మʹ༝དྷ͢Δ奥

͓͘

出
͍ ͣ ΋

雲のݯࢿ॥ܕ؀೶ۀ� ���
❸�੉ށ಺の೶ۀ例　愛媛・南

ͳΜ

予
よ

の׷
͔Μ

٦
͖ͭ

೶ۀγεςϜ� ���
❹�中ࠃ࢛・ࠃ地ํの೶ۀҨ࢈� ���

ۀ࢈地ํの地ཧతಛ௃ͱ୅දతͳ೶ྛਫـۙ�❶
　��ʮ北෦ʯ　ʮ中ԝ෦ʯ　ʮ南෦ʯ�� ���
❷�中ԝ෦の೶ۀ例　南あわじʹ͓͚ΔਫҴ・ͨ ·Ͷ ・͗ச࢈のੜ࢈॥؀γεςϜ� ���
❸�南෦の೶ۀ例　ٸ

͖Ύう

फ़
͠ΎΜ

ͳ地ܗͱ೔本༗਺のଟӍ͕ੜΈ出͢尾
͓

鷲
わͤ

ώϊΩྛۀ� ���
�࢈Ҩۀ地ํの೶ـۙ�❹ ���

❶ 中෦地ํの地ཧతಛ௃ͱ୅දతͳ೶ྛਫۀ࢈
　�ʮ北཮ʯ　ʮ中ԝߴ地ʯ　ʮ東ւʯ�� ���
❷ 北཮の೶ۀ例　ઇのܙΈΛ͔ͨ͠׆Ҵ࡞・ཆ

よう

ޥ
Γ

γεςϜ� ���
❸ 中ԝߴ地の೶ۀ例　峡

͖ΐう

東
ͱう

地域のઔঢ়地ʹదԠͨ͠
　�Ռथ೶ۀγεςϜ� ���
❹ 中෦地ํの೶ۀҨ࢈� ���

❶�ؔ東地ํの地ཧతಛ௃ͱ୅දతͳ೶ྛਫۀ࢈
　�ʮ಺཮෦ʯ　ʮ南෦Ԋ؛ʯ�� ���
❷�಺཮෦の೶ۀ例　大౎市ۙ߫ʹࠓ΋ଉͮ͘武

Ή

ଂ
͞͠

野
の

のམͪ༿ଯ
͍ͨ

ං
ͻ

೶๏� ���
❸�ؔ東地ํの೶ۀҨ࢈� ���

❶�東北地ํの地ཧతಛ௃ͱ୅දతͳ೶ྛਫۀ࢈
　�ʮଠฏ༸ଆʯʮ೔本ւଆʯ�� ���
❷�ଠฏ༸ଆʢฏ野ʣの೶ۀ例　
えΔʮ大ࢧΛۀଓՄೳͳਫ田೶࣋�　

͓͓

崎
͖͞

ߞ
͜う

౔
Ͳ

ʯの఻౷తਫ؅ཧγεςϜ� ���
❸�東北地ํの೶ۀҨ࢈� ���

຤෇࿥ר ΫΠζの答え� ���

΋͘͡
九州地方�ষ

中国・四国地方�ষ

近畿地方�ষ

中部地方�ষ

東北地方�ষ

関東地方�ষ
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福岡

大分佐賀

長崎 熊本

宮崎

鹿児島

那覇

　九州地方は近海を流れる暖流のため、冬でも比較的温暖で梅雨から台風の多い 9月頃までの時期にかけては雨が多く降り
ます。また、火山活動に由来する地形も多く、人々の暮らしも火山の影響や恩恵を受ける特徴があります。

1 ۝भ地ํの地ཧత特௃ͱ୅දతな೶ྛਫ産業

ͦΕͧΕͷ஍ҬͰ
どんな೶͕ۀ

ΘΕ͍ͯΔͷかɺߦ
૝૾ͯ͠ΈΑ ʂ͏

１年を通して温暖です。年
間降水量は多いですが、サン
ゴ礁

しょう

が発達してできた島な
ので、水が地中にしみこみや
すく、長大な河川もないこと
から水に恵まれません。

Q5 ೔রΓ΍୆෩ʹ͍ڧα
τ΢ΩϏҎ֎ʹՖのੜ͕࢈
੝Μɻ୅දతͳՖ͸ʁ
①ͻまΘΓ　②νϡーリο
ϓ　③ 菊

南西諸島

平均気温 13.0℃と冷涼で、比較的雨量が多いのが
特徴です。カルデラ内の平地では米づくりやトマ
ト、いちごの生産が盛ん。元々は火山の影響ででき
たやせた大地です。

Q2 ਓʑ͕೶ۀʹར༻͖ͯͨ͠΋の͸ͳΜͰ͠ΐ
うʁ
①大໦　②草　③Րࢁփ

Ѩ
͋

ો
ͦ

のカϧσラ  P.6ࢁ

火山灰や軽石など火山噴出
物が堆

たい

積
せき

してできた台地で
す。水はけが良過ぎるため、
水が大量に必要な作物は適し
ません。

Q4 ద͍ͯ͠ͳ͍࡞෺͸ʁ
①さͭまい΋　②稲　③஡

シラス୆地

１年を通して温暖で日照時
間が長いのが特徴です。特
に冬に快晴が多く乾燥した
西風が吹きます。

Q3 ͜のީؾΛར༻ͯͭ͠
͘ΒΕΔಛ࢈඼͸ʁ
①干しΘかΊ　②干しͿͲ
͏　③干し大根

平໺  P.8࡚ٶ

九州有数の穀物の産地。平均気温が 17.0 ℃
（福岡市）と温暖なため、米の収穫後に違う作
物を栽培する「二毛作」も盛んです。

Q1 ೋໟ࡞Ͱ࠿ഓ͞ΕΔ࡞෺͸ʁ
①大麦・小麦　②ͱ͏΋ろ͜し　③大౾

ஜ
ͭ ͘

ࢵ
し

平໺

九州地方
（෱Ԭ県ࠤ、 լ県、௕࡚県、۽本県、大෼県、࡚ٶ県、鹿ࣇ島県、ԭೄ県）
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阿蘇（乙姫）
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外
がい

輪
りん

山
ざん

阿
あ

蘇
そ

谷
だに

阿
あ

蘇
そ

地域

まき

̎ʙ�݄
໺মき

12ʙ�݄
ࣷ
㆗㇃

ࣂ
がㆂ
（ࣷڇ）

まきの利用ͱ೶ߞ΁の
までࠒの利用はত࿨ॳ期ڇ

̑ʙ�݄
೶ߞ（ਫా・ാ）

໺草地

地Լਫ

草ݪに
஝͑Βれた

ਫ

༙きग़る

か΍

降
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東京

外
がい

輪
りん

山
ざんカルデラ

草を刈り、牛の飼料にする

あか牛の放牧
ɹ์຀は、य़からॳ冬にかけてߦΘれます。૲ݪに์たれた牛は � 日に
��ʙ��LHの૲を৯΂ながら、�ʙ�LN΄どҠಈして฻らし、成௕します。

Ѩ
あ

ો
ͦ

の૲ݪに์຀されている l あかڇ z
は、׊

あ か

ໟ
͛

࿨
わ

種
し Ύ

とい͏࿨ڇのҰ種で、ݹくே
઱൒ౡから日ຊにೖり、品種վྑが܁りฦ

されࠓの品種になったといわ
れています。۽ຊが生産量日
ຊҰをތる೑ڇです。

豆知識

　およそ 1000年前の平安時代、都に進上する優れた馬を育てる場として、また耕作
の労働力としての牛を育てる場として、草原が広がっていました。広大な草原に牛や
馬を放牧したのです。明治時代に入ると西欧の文化が広がり、日本でも肉食の習慣
が定着していきました。その結果、農耕用の役牛から肉用にシフトしたことで家畜の
牛の数も増加していき、草原は、放牧や牛の飼料用の草を得る場として、さらに重要
になりました。また、草は、栄養の乏しい
火山灰土壌や高冷地という厳しい条件の
下で田畑の肥料にするなど、農耕に結び
ついてきました。この人々の営みによっ
て、草原が守られてきました。

阿
あ そ

蘇では、人が草原を利用し、管理することで日本最大級の草原
を維持してきました。牛や馬を放つ「放牧」、草を刈る「採

さい　そう

草」そして
草を焼く「野焼き」が行われています。

�� ์຀

�̠阿
あ ͦ

蘇地域の地ܗͱީؾ

�̠֎
͕ ͍

ྠ
Γ Μ

山
͟ Μ

ݪΔ૲͕޿ʹ্

�̠阿
あ ͦ

蘇の೶ۀのಛ௃　૲Λར༻͢Δ͜ͱʹよΓ૲͕ݪकΒΕ͖ͯͨ

�̠�ʮ૲ݪのҡ࣋ʯΩʔϫʔυ͸ʮ์຀ʯʮ࠾
͍͞

૲
ͦう

ʯʮ野ম͖ʯ

　火山活動によってできた大きなく
ぼ地である“カルデラ”地形で、外
輪山上には草原が広がっています。
400m以上と標高が高く、気候は年
平均気温が 13.2℃と周辺地域より比較的冷涼です。広大な草原に
は全国平均の約 2倍を超える雨が降ります。草原をおおう野草が
雨水の流れを穏やかにし、火山性土壌の大地に大量の水を染み込ま
せていくため、地下水が豊富です。

　降水量が年平均 3000㎜以上と湿潤であるため、放っておけば雑木林が広がる地
域ですが、人々が農業を中心とした営みの中で、野焼きなど草原を管理してきたこ
とで、草原の状態が維持されてきました。そして、広くなだらかな地形が牛や馬の
生産に適していることから畜産が盛んになりました。

૲Λར༻͢Δ͜ͱͰ
ҡ࣋͢Δͬͯ

ど͏͍͏͜ͱかな？

　人々が、暮らしや農畜産業のために「草」を利
用してきたことで維持されてきた景観と、多様
な動植物が生息する豊かな草原の環境がおよそ
1000年以上にわたって守られてきました。

日本最大級の草原　阿
あ そ

蘇

熊本県阿
あ ͦ

蘇地域
「Ѩ

͋ ͦ

ોの草ݪのҡ࣋ͱ࣋ଓత೶業」
ੈք೶業遺産

熊本県阿
あ そ

蘇地域
（認定地／阿

あ そ

蘇市、
南
みなみ

小
お

国
ぐに

町、小
お

国
ぐに

町、
産
うぶやま

山村、高森町、
西原村、南

みなみ

阿
あ

蘇
そ

村）

2 Ѩ
͋ ͦ

ોのカϧσラの೶業ྫ
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